
本校での総合的な学習の時間のとらえ
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問題解決能力とは 表現力とは
「身の回りの様々な事象に対して、問題や課題を 「自分の考えや事実を的確に相手に伝えてい
見抜き、主体的に解決していく力」である。 く力」である。

問題解決活動とは、 簡単にいうと 表現活動とは、簡単にいうと

「 目を向け → 調べ → 考える 」そしてまた、 「伝達 → 交流 → 再構築 → 主張 」とい
「 目を向け → 調べ → 考える 」という繰り う段階を踏んで、より質の高い表現となって
返しである。 いく。

総合的な学習の時間の活動は、
「具体的な社会の事物、現象から、主体的に課題を見い出し、自分なりの方法でその課題に働きかけ、調べて
いく中で得た情報を整理し、既習の知識や経験と関連付けたり、意味付けをしたりして、結論を得る 」という。
流れになる。その過程で、つかんだ事実や自分の意見を話したり、仲間と交流する中で自分の意見を再構築した
りして、主張していくという側面をもつ活動となる。

こうした生徒の一連の学習活動を援助していくことが「 問題解決能力・
表現力 」を育て、生徒の「生きる力」を育てることになる。

では、どうしたら生徒の「問題解決能力」を育てる では、どうしたら生徒の「表現力」を育てること
ことができるのか。次の２点が大切になってくる。 ができるのか。次の２点が大切になってくる。
（１）教科の基礎的・基本的な内容を確実に身に付 （１）教科の基礎的・基本的な内容を確実に身に付け
けさせる。 させる。

（２）追究の態度と方法を確実に身に付けさせる。 （２）表現の態度と方法を確実に身に付けさせる。

（ ） 「 」 。総合的な学習の時間では ２ の 学び方を学ぶ ことをねらいとする

３年間の総合的な学習の時間で、生徒に「追究の態度と方法を体得させたい 「表現の態度と方法を体得させたい」」
と考えた場合、学年の発達段階に合わせ、付けたい力を明確にしステップを踏んでいくことが必要となる。


